
第 25回関西理学療法学会 症例研究学術大会での発表について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年１２月７日（日）、関西理学療法学会が主催する症例研究学術大会がおこなわれ、リハビリテーション部に所

属する理学療法士３名（谷川龍輝、伊藤 明、上田凌平）が、日々のリハビリテーションでの臨床研究の成果を発表しま

した。 

なかでも、伊藤 明理学療法士が発表した演題が学会の優秀演題に選ばれ、大会長賞をいただくことができました。

毎年、若手の職員が卒後教育の一環として取り組み、発表者以外の多くの職員も発表に向けて協力しあい多くの助言を

するなど、リハビリテーション部がチームとして成長できる貴重な機会となっています。 

今後も、自己研鑽を重ねることで、患者様やご家族の思いに寄り添い、安心した生活が送れるように、運動機能や日

常生活活動動作を向上するための、より良いリハビリテーションが提供できるよう取り組んでいきます。 

               
                 
                

                     

                

                   

        

    


